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三
隅
二
宮
神
社
文
書
は
島
根
県
浜
田
市
三
隅
町
三
隅
に
所
在
す
る
三
隅
二
宮
神
社

の
所
蔵
文
書
で
あ
る
。
現
在
は
同
市
三
隅
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
お
り
、

「
二
宮
神
社
古
文
書
」
と
し
て
浜
田
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
一
九

七
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
三
隅
町
誌
』
二
七
一
頁
に
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま

で
必
ず
し
も
十
分
に
検
討
・
利
用
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

神
社
の
合
併
な
ど
に
よ
り
複
数
の
神
社
の
文
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
御
神
本
（
み
か
も
と
）
大
明
神
関
連
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注

目
さ
れ
る
。
御
神
本
大
明
神
は
、
三
隅
氏
や
益
田
氏
な
ど
の
御
神
本
一
族
全
体
の
氏

神
で
、
も
と
も
と
は
石
見
国
府
所
在
地
で
あ
っ
た
浜
田
市
上
府
町
に
あ
り
、
鎌
倉
時

代
中
頃
ま
で
は
一
族
全
体
で
こ
の
神
社
の
祭
礼
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
鎌
倉
時
代

後
期
に
は
、
一
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
領
に
こ
の
神
社
を
勧
請
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
地

で
祭
礼
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
（『
益
田
家
文
書
』
８
５
３
号
）。
三
隅
氏
も
浜
田
市

三
隅
町
三
隅
小
野
の
神
本
（
か
も
と
）
に
こ
の
神
社
を
勧
請
し
て
い
た
と
い
う
（
三

隅
町
文
化
財
審
議
委
員
編
『
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
』、
一
九
八
二
）。

　

史
料
編
纂
所
で
は
二
〇
〇
九
年
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
を
行
っ
て
い
る
が
、

文
書
の
状
態
は
水
損
に
よ
り
良
好
と
は
言
え
ず
、
白
黒
の
写
真
で
は
十
分
な
判
読
は

で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
二
〇
一
四
年
度
の
一
般
共
同
研
究
「
中
世
石
見
領
主
御
神
本
一
族
関
係
文

書
の
調
査
・
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
御
神
本
一
族
で
あ
る
益
田
氏
・
三
隅
氏
の
発

給
文
書
を
含
む
当
該
文
書
の
調
査
を
あ
ら
た
め
て
行
っ
た
。

　

本
稿
は
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
翻
刻
・
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
一
〇
年
に
島
根
大
学
の
井
上
寛
司
氏
が
作
成

し
、
史
料
編
纂
所
の
久
留
島
典
子
氏
が
確
認
し
た
、
浜
田
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興

課
文
化
財
係
保
管
の
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
、
二
〇
一
四
年
九
月
五
日
に
行
っ
た
原

本
調
査
の
成
果
を
追
加
し
た
。

　

井
上
・
久
留
島
両
氏
を
始
め
、
調
査
に
当
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
三
隅
神
社
宮

司
白
澤
徹
也
氏
、
浜
田
市
教
育
委
員
会
川
本
裕
司
氏
・
藤
田
大
輔
氏
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。

【
凡
例
】

一　

字
体
は
、
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
た
。

史
料
紹
介

佐　
　

伯　
　

徳　
　

哉

目　
　

次　
　

謙　
　

一

中　
　

司　
　

健　
　

一

西　
　

田　
　

友　
　

広

島
根
県
浜
田
市
三
隅
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託
「
三
隅
二
宮
神
社
文
書
」
中
世
分
の
翻
刻

と
紹
介
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一�　

校
訂
者
の
加
え
た
注
の
う
ち
、
校
訂
注
に
は
〔　

〕、
説
明
注
に
は
（　

）
を

用
い
た
。
校
訂
注
を
加
え
る
に
際
し
て
は
、
案
・
写
・
島
根
県
立
図
書
館
架
蔵
謄

写
本
を
参
照
し
た
。

一�　

欠
損
は
□
［　

］
で
示
し
た
。

一�　

文
書
は
編
年
順
と
し
、
浜
田
市
の
文
化
財
指
定
番
号
を
（
浜
田
市
一
）
な
ど
と

し
て
付
し
た
。

一
、
権
律
師
俊
祐
寄
進
状
（
浜
田
市
一
）

向
ノ
田
村

　

大
歳
大
明
神
江

□
度
拙
者

　
　

心
願
ニ

仍
而

　

一
社
新
ニ

再
建
立
い
た
し
并

　

□
祭
事
料
小
田
壱
ケ
所

　

致
寄
進
之
候
、
然
［

　

右
、
恒
例
御
祭
事
□
年

　

ノ
二
月
□
無
相
違
可
□
致

　

□
行
者
也
、
仍
而

為
後
々

　

□
□
□
執
達
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　

権
律
師
俊
祐
（
花
押
１
）

　
　

至
徳
□
乙□

十
二
月
廿
三
日

　
　
　

二
宮
ノ
神
職

　
　
　
　
　
　

大
宮
司
主
殿
へ

○�

文
書
の
表
記
・
字
体
な
ど
に
疑
問
が
あ
り
、
後
に
な
っ
て
偽
作
さ
れ
た
可
能
性
が

高
く
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
。

二
、
三
隅
信
兼
袖
判
家
臣
連
署
奉
書
（
浜
田
市
二
）

　
　
　
　

信
兼
（
花
押
２
）

三
隅
庄
天
満
宮
社
領
之
事
、

　
　

向
之
田
郷
古
市
郷
有
之
、

田
畑
合
九
町
、
右
者
建
久
九
戊午

年

任
目
録
奉
寄
進
候
、
彼
社
領

末
代
不
可
有
相
違
者
也
、

仍
而
為
後
日
執
達
如
件
、

　

応
永
十
九
年
壬辰

十
月
廿
五
日　

家
盛
（
花
押
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

実
秋
（
花
押
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

重
経
（
花
押
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

周
次
（
花
押
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

兼
頼
（
花
押
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

周
長
（
花
押
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

盛
長
（
花
押
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

重
任
（
花
押
10
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

兼
有
（
花
押
11
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

兼
任
（
花
押
12
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

重
佐
（
花
押
13
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

信
長
（
花
押
14
）

　
　
　
　
　
　
　　

野
上
山
城
殿

○�
本
文
書
は
、
三
隅
信
兼
の
花
押
が
異
な
る
な
ど
、
一
〇
号
文
書
・
一
五
号
文
書
な

ど
を
も
と
に
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

三
、
三
隅
信
兼
袖
判
家
臣
連
署
奉
書
写
（
浜
田
市
二
八
）

（
第
二
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

〔
此
〕

〔
為
カ
〕

〔
被
カ
〕

〔
執
カ
〕

〔
二
カ
〕

〔
丑
カ
〕

（
三
隅
）

井
村
越
後
守

小
坂
下
野
守

小
坂
備
前
守

萩
原
七
郎

古
和
縫
殿
助

三
浦
源
三

三
浦
下
総
守

三
浦
掃
部
助

内
右
衛
門
大
夫

永
安
内
蔵
丞

三
浦
若
狭
守

小
坂
伊
豆
守

大
宮
司
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四
、
三
隅
信
兼
外
二
名
連
署
状
（
浜
田
市
三
）

天
神
宮

一
社
領
事
三
大
ツ
ヽ
ミ
、大
サ
イ
川
内
大
□
□

大
ヤ
ソ
御
供
田

一
新
寄
進
壱
反
山
田
□
□

一
宮
廻
同
萱
野
尾
奥
□
□
□
木
ヲ
カ
キ
ル
、

山
根
ハ
寺
ノ
垣
ヲ
カ
キ
ル
、

　

下
ハ
高
橋
ヲ

カ
キ
ル
、
□
□
野
ニ
山
畑
弐
反

同
畠
大
中
ス
ニ
ア
リ
、

　
　

時
地
頭　
　
　
　

藤
原
信
兼
（
花
押
15
）

　
于
時

応
永
十
九
壬辰

十
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
部
道
□
（
花
押
16
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
律
師
□
祐
（
花
押
17
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
□
□
□

○�

本
文
書
は
、
三
隅
信
兼
の
花
押
が
異
な
る
な
ど
、
戦
国
期
に
偽
作
さ
れ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

五
、
三
隅
信
兼
外
二
名
連
署
状
写
（
浜
田
市
二
七
）

（
第
四
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

六
、
三
隅
興
信
（
興
兼
）
寄
進
状
（
浜
田
市
四
）

奉
寄
進
神
田
事

　

合
参
段
代
壱
貫
五
百
文
前

坪
者
波
佐
郷
土
地
分
也
、�□
□　

□
□

右
、
彼
在
所
者
為
若
宮
□
□
□

所
奉
寄
進
也
、
然
間
正
月
七
日
・

五
月
五
日
・
十
月
十
日
、
如
此
一
年
□

三
ヶ
度
之
御
神
事
、
無
懈
怠
之
様

勤
仕
之
、
至
末
代
大
宮
司
治
部
左
衛
門
尉

実
次
知
行
不
可
有
相
違
之
状

如
件
、

　

明
応
八
年
己未

正
月
吉
日　
　
（
花
押
18
）

七
、
三
隅
興
信
寄
進
状
写
（
浜
田
市
二
二
）

「
弐
百
八
十
壱
、
亥
ノ
年
迄
、
十
五
之
内
」

（
第
六
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

八
、
兼
世
寄
進
状
（
浜
田
市
五
）

「
大
明
神
御
神
領
之
状
」

や
ま
く
ら
大
明
神
□
神
領
□
□

今
日
よ
り
末
代
ニ

お
い
て
□
□
□
□

の
御
き
ん
し
ん
と
し
て
□
き
□
□
□
□
□
□

代
三
百
田
一
反
き
し
ん
候
、
ね
の
御
□
□

御
参
け
い
之
時
御
き
し
ん
状
一
□
□

め
さ
る
へ
く
候
、
よ
く
〳
〵
□
□
□
□

い
た
さ
る
へ
く
候
、
仍
為
□
□
き
し
ん
状

如
件
、

　

明
応
九
か
の
へ
さ
る

　
　
　
　

正
月
十
二
日　
　

兼
世
（
花
押
19
）

九
、
兼
世
寄
進
状
写
（
浜
田
市
三
一
）

「
う
つ
し　
　
　
　
　
　

十
五
通
之
内
、

　
　

大
明
神
御
寄
進
状　
　
　
　

己
亥
ノ
年
迄
、
弐
百
八
十
年
」

（
第
八
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

〔
浦
路
〕

〔
杉
本
〕

〔
ハ
〕〔ヱ
ノ
〕

〔
同
萱
〕

〔
善
〕

〔
俊
〕

〔
道
源
殿
〕

〔
并
ニ
〕

〔
屋
敷
〕

〔
殿
神
田
〕

〔
中
カ
〕

（
三
隅
興
信
）

（
端
裏
書
）

（
端
裏
書
）

〔
御
〕

〔
之
事
〕

〔
子
ノ
御
歳
〕

（
衍
カ
）

〔
は
〕
〔
原
三
と
こ
ろ
田
〕

〔
と
し
〕

〔
た
ん
〕

〔
御
き
た
う
〕

〔
後
日
カ
〕

（
端
裏
書
）
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一
〇
、
三
隅
氏
家
臣
連
署
奉
書
（
浜
田
市
六
）

御
神
□
□
□
□
□
□
□
□
□

御
人
躰
［

合
［

事
為
御
神
田
□
□
□
御
寄
進
［

被　

仰
出
候
、
然
者
神
之
御
事
被　

仰
付
之

由
候
、
為
御
家
御
人
躰
候
間
、
於
于
今
茂

不
可
相
替
之
条
、
右
之
壱
町
田
土
貢
米

以
勘
合
目
録
之
前
、
御
祭
等
事
無
油
断

無
沙
汰
遂
其
節
、
於
末
代
無
相
違

可
相
抱
候
事
肝
要
候
、
自
然
御
神
前
并

祭
等
事
於
有
油
断
無
沙
汰
之
儀
者
、

為
御
家
御
人
躰
不
可
然
候
間
、
可
有
相
違

者
也
、
仍
為
後
鏡
状
執
達
如
件
、

天
文
十
五
年
十
一
月
六
日　
　
　
　

信
直
（
花
押
20
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
経
（
花
押
21
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
□
（
花
押
22
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
長
（
花
押
23
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
長
（
花
押
24
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
次
（
花
押
25
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
□
（
花
押
26
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
豊
（
花
押
27
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
有
（
花
押
28
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
任
（
花
押
29
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
佐
（
花
押
30
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
長
（
花
押
31
）

御
神
本
大
明
神

　
　
　
　

神
主
神
四
郎
殿

一
一
、
井
村
某
等
連
署
書
状
写
（
浜
田
市
四
〇
）

御
神
本
大
明
神
事
、

被
対
御
家
御
人
躰
被
成

御
祟
之
条
、　

隆
周
様
御

存
命
之
時
、
為
御
神
田

木
束
郷
之
内
み
は
る

壱
町
田
可
有
御
寄
進

之
由
被　

仰
出
候
、
然
者
神
主

事
者
治
部
大
夫
子
神
四
郎

被　

仰
付
之
由
被　

仰
聞
候
、

為
御
家
御
人
躰
候
間
、
於
于
今

不
可
相
替
候
、
然
上
者
御

祭
等
事
、
右
之
壱
町
之

以
土
貢
米
勘
合
目
録
之
前
、

可
遂
其
節
之
由
、
能
々

可
被
仰
付
事
肝
要
候
、

自
然
御
神
前
諸
祭
等

事
於
有
油
断
無
沙
汰
者
、

可
有
相
違
之
由
可
被
仰
聞
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　

井
村
［

　

十
一
月
六
日　
［

〔
本
大
明
神
御
神
田
之
事
〕〔

不
脱
カ
〕

井
村
越
後
守

小
坂
下
野
守

小
坂
備
前
守

萩
原
七
郎

古
和
縫
殿
助

三
浦
源
三

三
浦
下
総
守〔

順
カ
〕

三
浦
掃
部
助

内
右
衛
門
大
夫

永
安
内
蔵
丞

三
浦
若
狭
守

小
坂
伊
豆
守

（
天
文
十
五
年
カ
） （

三
隅
）
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［

 

小
坂
下
野
［

 

萩
原
［

 

□
［

（
後
欠
）

一
二
、
二
宮
社
領
坪
付
注
文
案
（
浜
田
市
七
）

　
　

足
谷
之
内
東
く
ら
か
け
壱
町
さ
ん
て
の
□

壱
段
代
四
百
文　
　

く
ち
の
き
れ

壱
反　

三
百
文　
　

中
の
き
れ

壱
段　

五
百
文　
　

も
り
之
内

壱
反　

四
百
文　
　

は
た
け
田

壱
反　

三
百
文　
　

や
な
か
さ
こ　

不
作

壱
反　

三
百
文　
　

ま
の
ゝ
内

壱
反　

五
百
文　
　

な
わ
て
の
下

壱
反　

四
百
文　
　

竹
の
下

三
反　

九
百
文　
　

も
り
ま
わ
り　

不
作

小
田
二
ツ　

百
文　
　

是
も
不
作

小
屋
敷
二
ツ

　
　
　

以
上

　

弘
治
二
年
ひ
の
へ

た
つ
　
　

三
月
八
日　

御
奉
行
衆
よ
り

　
　

二
宮
神
主
へ

一
三
、
二
宮
社
領
坪
付
注
文
写
（
浜
田
市
二
一
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
之
内
」

（
第
一
二
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

一
四
、
矢
原
兼
永
寄
進
状
（
浜
田
市
八
）

去
年
二
ノ
宮
殿
様
江

り
う
く
わ
ん
申
候
矢
原
之

郷
ニ

在
所

と
う
め
ん
と
申
所
三
百
文
田
壱
段
き
し
ん
申
候
、
然
者

定
御
と
こ
う
う
り
升
に
て
弐
斗
五
升
た
る
へ
く
候
、

い
な
か
田
に
て
候
間
、
御
し
よ
む
上
下
な
し
ニ

如
此
文

躰
の
せ
申
候
、
以
是
ま
い
ね
ん
十
一
月
廿
一
日
ニ

御
く
う
を
御
上
候
て
、
御
ま
つ
り
被
召
可
給
候
、
よ
ろ
つ

め
さ
れ
あ
わ
せ
ら
る
へ
く
候
、
我
ら
所
へ
ハ

御
糈
は
か
り
可
被
下
候
、
仍
為
後
日
如
件
、

　

弘
治
二
年
ひ
の
へ

た
つ

六
月
廿
五
日　
　
　
　

兼
永
（
花
押
32
）

　
　
　
　
　
　
　

次
部
大
夫
□

一
五
、
益
田
カ
兼
忠
袖
判
家
臣
連
署
寄
進
状
（
浜
田
市
九
）

　
　
　
　
　
　

兼
忠
（
花
押
33
）

為　

御
神
本
大
明
神
御
□
□
木
束
□

之
内
ミ
は
る
壱
町
田
雖
□
□
□
□
□

時
被
任
御
望
本
郷
□
□
□
□
□
□

町
彼
ミ
は
る
為
替
地
御
寄
進
□

御
神
前
其
外
祭
等
之
事
、
任
□
□

録
不
可
有
油
断
者
也
、
仍
為
後
日
執

達
如
件
、

　

弘
治
弐
年
八
月
廿
二
日　
　
　
　

兼
清
（
花
押
34
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
頼
（
花
押
35
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
秋
（
花
押
36
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
貞
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
永
（
花
押
37
）

〔
事
〕

（
端
裏
書
）

（　

立　
　

 

願　

）

（
所　

務
）

（ 

供 

）

矢
原
掃
部
助

〔
治
〕

大
宮
司

〔
殿
〕

（
益
田
カ
）〔

神
田
〕

〔
郷
〕

〔
御
寄
進
候
、当
〕

〔
之
内
東
蔵
懸
壱
〕

〔
候
〕

〔
先
目
〕

小
坂
民
部
少
輔

小
坂
弾
正
忠

小
坂
和
泉
守

古
和
遠
江
守

矢
原
掃
部
助
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兼
光
（
花
押
38
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
□
（
花
押
39
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
任
（
花
押
40
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
尭
（
花
押
41
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

才
王

二
之
宮
大
明
神
々
主

　
　
　
　
　
　
　

 

神
四
郎
と
の

一
六
、
益
田
カ
兼
忠
袖
判
家
臣
連
署
寄
進
状
写
（
浜
田
市
二
九
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
之
内
」

（
第
一
五
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

一
七
、
永
安
忠
近
寄
進
状
（
浜
田
市
一
〇
）

敬
白

　
　

願
所
之
事

奉
寄
進
田
地
之
事
、
分
銭
弐
百
文

　

在
所
者
下
浦

右
之
寄
進
者
、
丙子

歳
家
中
安
穏
、

殊
者
辛卯

歳
当
病

息
災

延
命
之
加
護

奉
頼
之
所
也
、
兼
又
前
々
三
浦
丹
州

弐
百
文
之
内
百
文
前
、
為
神
田
付

申
所
也
、
彼
寄
進
者
御
祭
之
時

毎
年
御
神
楽
之
祈
念
奉
頼
候
、

仍
寄
進
状
如
件
、

　
　

十
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　

忠
近
（
花
押
42
）

進
上

　

二
宮
大
明
神

　
　
　
　
　

神
主
治
部
大
夫
殿

一
八
、
小
坂
兼
清
寄
進
状
（
浜
田
市
一
一
）

「
願
書
」

　

二
之
宮
大
明
神
御
立
願
□
□

一
乙
卯
御
歳
為
当
願
当
□
□
□
□

一
御
本
地
参
候
者
、
為
新
寄
進
弐
□
□

　

彼
土
貢
米
を
も
つ
て
□
□
□
一
度
之
□
□

　

無
油
断
可
有
其
取
沙
汰
者
也
、
御
願
状

　

如
件
、

　

弘
治
三
年
五
月
廿
日　
　

民
部
少
輔
（
花
押
43
）

二
之
宮

　
　
　

神
主
治
部
大
夫
と
の
へ

一
九
、
小
坂
兼
清
寄
進
状
写
（
浜
田
市
二
六
）

「　
　
　
　
　
　
　

十
五
之
内
、
三
百
廿
三
年
に
及
、
亥
ノ
年
」

（
第
一
八
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

二
〇
、
小
坂
兼
清
・
徳
田
慶
尭
連
署
寄
進
状
（
浜
田
市
一
二
）

　
　

乙
卯
御
歳
御
願
書

一
所
壱
段
分
銭
七
百
文
中
多
田
竹
ノ
下
在
之
、

右
弐
段
二
宮
大
明
神
三
年
一
度
之
為
御
法

楽
田
、
新
御
寄
進
被
定
置
所
也
、
仍
為
後
日

一
筆
如
件
、

三
浦
右
馬
助

内
美
濃
守

永
安
上
総
介

□
田
駿
河
守

〔
徳
〕

井
之
村

（
端
裏
書
）〔

書
〕

弘
治
二
年

永
安
左
近
佐

（
端
裏
書
）

〔
之
事
〕

〔
年
中
法
楽
〕〔

段
分
〕

〔
三
年
ニ
〕

〔
法
楽
〕

（
小
坂
兼
清
）

（
端
裏
書
）
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永
禄
元
年

十
二
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　

兼
清
（
花
押
44
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
尭
（
花
押
45
）

　
　
　
　

治
部
大
夫
と
の
へ

二
一
、
小
坂
兼
清
・
徳
田
慶
尭
連
署
寄
進
状
写
（
浜
田
市
三
〇
）

「　
　
　
　
　

二
百
廿
二
年
、
己
亥
ノ
年
迄
、
十
五
之
内
」

（
第
二
〇
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

二
二
、
益
田
藤
兼
安
堵
状
（
浜
田
市
一
三
）

二
宮
大
宮
司
之
事

親
治
部
大
夫
為
手
続
、
向
後

不
可
有
他
妨
者
也
、
□

一
行
如
件
、

　
　
　

正
月
二
日　
　
　
　

藤
兼
（
花
押
46
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
兵
衛
尉
男

二
三
、
益
田
藤
兼
安
堵
状
写
（
浜
田
市
二
四
）

「
己
亥
ノ
年
迄
二
百
十
三
年
、
十
五
通
之
内
」

（
第
二
二
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

二
四
、
山
根
道
豊
寄
進
状
案
（
浜
田
市
一
八
）

　

き
し
ん
申
御
神
田
の
事

右
み
は
る
の
上
う
そ
の
を
一
□

分
せ
ん
四
百
文
ま
つ
代
き

し
ん
申
候
処
定
な
り
、
□
祭
□

三
月
三
日
御
祭
礼
あ
る
へ
く
候
、
但

た
く
せ
ん
ハ
す
共
、
秋
□
□
□
□

可
有
候
、
是
ハ
て
ん
や
く
の
事
に
候
間
、

い
ん
そ
う
可
有
候
、
仍
所
定
如
件
、

　

永
正
十
五
年
戊刁　

十
一
月
十
□ 　
　
　

□
豊
判

　
　
　
　
　

形
部
左
衛
門
殿

二
五
、
二
宮
神
田
坪
付
注
文
案
（
浜
田
市
一
四
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
之
内
」

　
　
　

二
宮
神
田
東
く
ら
懸
替
地
之
事

一
田
三
反　
　
　
　
　
　

代
壱
貫
弐
百
文

一
田
弐
反　
　
　
　
　
　

代
六
百
文

一
田
壱
反　
　
　
　
　
　

代
三
百
文

一
田
壱
反　
　
　
　
　
　

代
三
百
文

一
田
壱
反　
　
　
　
　
　

代
三
百
文

一
田
弐
百
前　
　
　
　
　

た
ん
く
わ
分

一
壱
所
屋
敷

　
　
　

以
上　
　
　
　
　
　

御
奉
行
衆
ゟ

二
六
、
二
宮
大
明
神
年
中
行
事
次
第
（
浜
田
市
一
五
）

　
　
　

二
ノ
宮
大
明
神
年
中
御
祭
次
第
之
事

一
毎
月
十
八
日
御
神
楽
月
次
在
之
、

一
八
月
十
五
日
ハ
於
御
神
前
御
き
や
う
御
す
い
上
申
［

　

同
日
御
や
ふ
さ
め
二
と
う
り
在
之
、
此
御
［

　
　

御
方
へ
神
主
所
よ
り
□
め
し
の
と
り
さ
た
仕
候
、

　
　

御
と
も
の
御
人
数
十
□
人
定
御
さ
ゝ
、

小
坂
民
部
少
輔

徳
田
駿
河
守

二
宮
神
主

（
端
裏
書
）

〔
仍
〕

永
禄
十
年

（
益
田
）

納
田
郷
二
宮
大
宮
司

（
端
裏
書
）

〔
段
〕

〔
実
カ
〕

〔
御
〕
〔
者
〕

〔
候
脱
カ
〕

〔
共
ニ
取
合
〕

〔
日
〕□
□
□
□
□
□
尉

〔
山
根
平
左
衛
門
〕

〔
道
〕

〔
刑
〕

こ
つ
た
う

（
端
裏
書
）

よ
す
ま
田
平
原
之
内

大
し
ひ
上
て
口

う
ミ
石

西
後
内
村

〔
河
カ
〕

同
所
ミ
の
こ
し

同
所

同
所
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一
十
六
日
の
御
祭
於
御
神
前
御
く
う
御
す
い
御
神
楽

　
　

御
き
ね
ん
之
事
、
同
□
□
内
子
方
酒
は
ん

　
　

も
て
な
し
之
事
、

一
十
一
月
十
八
日
御
祭
も
［　
　

］
但
シ

や
ふ
め
［

　
　

御
神
前
社
家
衆
□
は
ん
と
り
さ
た
仕
候
、

　

殿
様
上
申
御
は
ら
□
［

一　

酒
六
升　

同
も
［　
　
　

］
上
申
候
、

　

同　

御
役
人
上
［

一　

酒
五
升
［　
　
　

］
五
十
被
上
申
［

　
　
　

右
弐
ケ
度
の
御
祭
如
此
、

二
七
、
二
宮
大
明
神
年
中
行
事
次
第
（
浜
田
市
一
六
）

［　
　

］
□
□
本
□
□
神
御
神
［　
　

］

一
［　
　
　

］
東
蔵
懸
有
之
、

　

壱
所
壱
町
、
分
銭
四
貫
文
定
、

　

右
之
年
中
御
祭
之
入
目
毎
月

　

十
八
日
御
神
楽
有
之
、

一
八
月
十
五
日
御
や
ふ
さ
め
上
下
共

　

御
人
数
酒
飯
取
沙
汰
仕
候
、

一
同
十
六
日
御
神
前
御
供
・
御
酒
調
仕
候
、

一
同
日
社
家
方
酒
飯
調
申
候
、

一
十
一
月
十
八
日
御
祭
入
目
如
右
、

　

但
や
ふ
さ
め
な
し
、

一
三
年
一
度
之
御
神
舞
田
三
段

　

井
村
有
之
、
不
知
行

　
　
　
　
　
　
　
　

神
主

二
八
、
二
宮
神
社
祭
礼
覚
書
断
簡
（
浜
田
市
三
七
）

（
前
欠
）

　

等
如
右
、
但
鏑
流
馬
無
之
、

　

神
前
御
調
社
家
衆
取
成
等
如
八
月
、

一
上
申
酒
肴
之
事
、

　

殿
様
へ
御
酒
六
升
膳
六
十
上
進
仕
候
、

　

御
役
人
江

御
酒
五
升
膳
五
十
上
申
候
、

　
　

右
、
二
ケ
度
之
御
祭
等
如
此

　
　

御
祭
入
目
等
委
細
者
先
代
以
□
□
署

　
　

被
仰
定
畢
、

（
後
欠
）

〔
さ
脱
カ
〕

〔
酒
カ
〕

〔
分
カ
〕

〔
御
神
カ
〕〔
大
明
カ
〕

（
マ
マ
）
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「
三
隅
二
宮
神
社
文
書
」
花
押
集

１．俊祐３．井村家盛 ２．三隅信兼４．小坂実秋

５．小坂重経７．古和兼頼 ６．萩原周次８．三浦周長

９．三浦盛長11．内兼有 10．三浦重任12．永安兼任

13．三浦重佐15．三隅信兼 14．小坂信長17．俊祐　16．道善
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18．三隅興信、興兼20．井村信直 19．兼世21．小坂実経

22．小坂実□24．古和盛長 23．萩原周長25．三浦周次

26．三浦実□28．内実有 27．三浦実豊29．永安実任

30．三浦実佐32．矢原兼永 31．小坂信長33．益田ヵ兼忠



（　 ）　島根県浜田市三隅歴史民俗資料館寄託「三隅二宮神社文書」中世分の翻刻と紹介（佐伯・目次・中司・西田）93

34．小坂兼清36．小坂実秋 35．小坂兼頼37．矢原兼永

38．三浦兼光40．永安兼任 39．内兼□41．徳田慶尭

42．永安忠近44．小坂兼清 43．小坂兼清45．徳田慶尭

46．益田藤兼
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